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る.しかし高度リンパ節転移症例が多く,避残再

発病変に対する追加化学療法が今後の課題であ

る.
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SessionI『検査 ･診断』

1 胆管癌の表層拡大進展の存在診断に経口胆道

鏡検査が有用であったl例
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症例は75歳,男性.上部胆管癌の疑いで当院紹

介受診した.高齢者であることを考慮して肝外胆

管切除術を立案していたが,直接胆道造影で左肝

内胆管壁に "毛羽立ち状"の壁不整像を認め,義
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層拡大進展の存在が疑われた.経口胆道鏡検査を

施行し,左肝内胆管に発赤調で乳頭状ないしは微

細懸粒状の粘膜を認め,表層拡大進展の存在を確

認できたため,肝左葉切除術および肝外胆管切除

術を施行 し癌避残のない切除が実施可能であっ

た.直接胆道造影で胆管壁に "毛羽立ち状"ある

いは "鋸歯状"の壁不整像を認めた場合には,義

層拡大進展の存在を疑う必要がある.衷層拡大進

展の存在診断には経口胆道鏡検査は有用であり,

適切な術式を決定する上で考慮すべき術前検査法

の1つである.

2 術後症例 に対するERCPの経験
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近年,術後症例に対するERCPの必要性が増加

しており,当科での現状ならびに問題点をretro-

spectiveに検討 した.対象は20掴寧1月から

2008年7月までに施行した27症例46回とした.

術式はB-Ⅰ再建 10例,B-Ⅲ再建6例,胃全摘2

例,揮頭切除後 3例,胆管空腸吻合4例,空腸間

置2例であった.使用したスコ-プはJF240に加

良,ⅩK240,SIF-Q260,PCF-24OIなど多岐にわ

たっていた.主乳頭あるいは胆管吻合部への到達

率は93%と比較的良好であったが,スコ-プ挿

入からの平均到達時間が24.1分と時間がかかり,

特に胆管空腸吻合症例では平均到達時間が1時間

以上であった.ズコ-プ変更後に到達に成功した

症例もあり,状況に応じてスコ-プを選択するこ

とが重要と考えられた.

手技完遂率は全体で74%であったが,完遂率

は術式よりも目的手技の難易度によると思われ

た.これまでの経験では穿孔などの重篤な偶発症

は発生せず,術後症例においても比較的安全に

ERCPを施行できると考えられた.


